
【児童の声】平日は（校区が広いので）家に帰るとなかなか友達と遊べないから、みんなと一緒に遊べてうれしい
【先生の声】校務や授業準備に集中することができることは非常にありがたい

 時には、自身も「60分プロジェクト」に参加し、子供とふれあうことができるのも魅力の1つ！

美山小学校では、校時表の見直しを行い、毎週月曜日の放課後に、児童の「自由時間(60分)」を
設けています。その間、教員は提出物の丸つけや、事務的な業務に専念することができています。

「60分プロジェクト｣（京都府南丹市 美山小学校）

「60分プロジェクト」の児童見守りは、
地域住民や保護者に依頼しています。

※学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を活用。
「地域学校協働活動推進員（コーディネーター）」が
ボランティアとの調整を行っています。

「地域の方々とのふれあい」も魅力の１つです！

【「60分プロジェクト」導入のねらい】
① 児童生徒放課後に、教員が事務的な業務を行う
時間を確保すること
② 楽しい時間を月曜に設定し、週明けの登校がおっくう
になる「ブルーマンデー（憂鬱な月曜日）」対策に

導入のポイント

多くの学校で
「校時表の見直し」が進んでいます！

かがやきタイム終了後、
「60分プロジェクト」

スタート！
※子供が「やりたいことをやる」
のがルールです！

とくしまの学校における働き方改革通信
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